
 

 

 

 

 

 

 

日時  2025年8月31日（日） 13：30～15：00 

場所  日本城郭研究センター 2階大会議室 

講師  工藤 茂博（城郭研究室） 

定員  １８０名（応募多数の場合は抽選） 

申込方法 事前申込制 下記①②いずれかの方法でお申し込みください。 

①  往復ハガキ（１通につき、１人まで） 7月31日（木）必着 

〒・住所・氏名(ふりがな)・電話番号を明記。返信ハガキに返送先の宛名を記入の上、下記申込先まで郵送して下さい。  

② インターネット申込（電子申請） 6月15日（日）～7月31日（木）17時まで 

城郭研究室HP「イベント」内のリンクからお申込みください。 

 

お問い合せ・お申込み先 

〒670-0012 姫路市本町68-258  姫路市立城郭研究室「木形」係 ℡ 079-289-4877 

城郭研究室HP  https://www.city.himeji.lg.jp/jyokakuken/  

※城郭研究室では、姫路城三の丸にあった御殿・櫓などの資料（古写真・古文書など）を探しています！ 

７月12日（土）から8月31日（日）に開催される、兵庫県立歴史博物館・城郭研究室共催の特別

展「描かれたお城と城下町－築かれた城・理想の城・古城－」の関連イベントです。江戸時代、武家諸

法度では城郭の新築を禁止し、修理に際しては幕府への事前申請を必要としました。その際、城絵図や

木形（木製模型）の提出が求められ、それを幕府は裁可の判断材料としました。このセミナーでは、そ

こで作られた城郭の木形について具体的な事例を紹介します。 

描かれたお城と城下町 

―武家諸法度が作らせた木形― 

概要  

 姫路市内には、中世に播磨

の守護大名として君臨した赤

松氏ゆかりの城がいくつか残

っています。坂本城跡と置塩

城跡はその代表といえるでし

ょう。平地に位置する坂本城

と険しい山上に築かれた置塩

城には歴史的なつながりがあ

り、最近の研究では16世紀

の初め頃を境に赤松氏の政治

拠点が坂本から置塩に移った

ことなどが次第に明らかにな

ってきました。今回はその２

兵庫県立歴史博物館・城郭研究室 特別展共催講演会 

 

「描かれたお城と城下町－築かれた

城・理想の城・古城－」展、兵庫県立

博物館にぜひ見に行って下さい！ 
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